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1
「導入」と「活用」は大違い！？
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導入と活用は大違い！？

導 入

補助金

介護ロボットの普及が進んでいる！

活 用

導入したけど、どう使えばよいのか・・・
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介護テクノロジーが倉庫に眠るまで

介護ロボットがいいらしい。
しかも、補助金が使えるらしい！

渡りに船だ！ウチも導入しよう！！
経営層

職 員介護は人の手でやるもんだ！
ロボットに介護ができるわけない！

ただでさえ忙しいのに。。。
ロボット？ICT？私には無理！

かえって手間が増えた
やっぱり使えない！
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「かえって手間が増えた」の正体：U字の法則
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生産性向上の取組が組織にもたらすもの

介護テクノロジー
活用の成果

介護テクノロジー
の導入

マネジメント力＝ ✕

心理的安全性は組織文化であり、その組織文化を形成しているのはそこに属する職員の記憶。したがって、一朝一夕に変えることは難しい。
組織文化を変えるためには経営者がこの問題に気付き、自ら取組の先頭に立って、時間をかけて現場と対話し、心理的に安全な組織風土を醸成
していくしかない。

心理的安全性

マネジメント力 方法論
組織の

モチベーション＝ ✕

• XXXX導入のステップ
• XXXX手引き
• XXXXガイドライン

• 仕事に対する主体性
• 職場の雰囲気
• 組織の文化

心理的安全性

人材育成

組織開発

• 体動を検知しアラームを発報する
• タブレットに居室内の画像を映し出す
• XXXX

• 介護ロボットの適応者の基準
• アラームの詳細な設定
• タブレットの充電ルール
• アラームの音量は３
• 体動→訪室なし 起居→訪室あり
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生産性向上ガイドライン

（出典）厚生労働省ホームページ 介護分野における生産性向上について
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei.html

施設サービス分 居宅サービス分 医療サービス分
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２
介護テクノロジー導入活用「６つのステップ」
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生産性向上６つの手順
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PJが上手く進む体制①
改善活動の準備をしよう

協力なんて、
日々の業務で忙しくてムリ！

機器の導入・活用を進めています。
ご協力お願いします。

経営層

プロジェクト
チーム

プロジェクトチーム外の
現場職員

■プロジェクトが破綻する組織

逆時計回りでプレッシャーの連鎖をつくると現場は動かず、
プロジェクトチームが浮いてしまう

■プロジェクトが回る組織

時計回りでプレッシャーの連鎖をつくると現場が動き、
プロジェクトチームが動きやすくなる

プロジェクトチームの皆が言うなら
協力しよう！

経営層

プロジェクト
チーム

プロジェクトチーム外の
現場職員

機器の導入・活用を進めています。
ご協力お願いします。
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落とし穴① 改善活動の準備をしよう

落とし穴！！

プロジェクトの
キックオフ宣言をしない
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落とし穴②

落とし穴！！

現状の課題を分析をしない

現場の課題を見える化しよう
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課題の構造とは：氷山モデル
現場の課題を見える化しよう

KKD

課題解決 （新・KKD）

K

K

D

仮説

検証

データ

目に見える問題

コミュニケーション

人間関係

リーダーシップ

役割分担

設備の老朽化

モラル・常識

スキルのばらつき

理念・行動指針

役割分担 処遇制度
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緩やかな因果関係図づくりWS
現場の課題を見える化しよう

付箋や気づきシート※に施設全体の課題を洗い出します。 課題（付箋）を原因→結果の順番に
並べ矢印でつないでいきます。

課題に対する打ち手を検討します。

Step1 
課題を洗い出す

Step2
因果関係を考える

Step3 
解決する課題を特定する
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３M（ムリ・ムダ・ムラ）
現場の課題を見える化しよう
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緩やかな因果関係図づくりWS
現場の課題を見える化しよう

人手不足

離職多

採用少

腰痛

家庭の事情

人間関係

募集しても
来ない

2人介助を１
人で

ムリな姿勢

面倒・時間が
かかる

業務の偏り

多忙・待てな
い

業務分担
不明確

３F西雰囲気
悪い

情報共有
不足

正しい移乗知
らない

自己流が習
慣化

ルール化され
ていない

ミーティング少
ない

引継ぎ×
情報項目が整
理されてない

習得・復習機
会ない

教える人がい
ない

外部研修の補
助出ない

普段のコミュニ
ケーション×

業務の属人化

マニュアル見な
い

移乗介助
の負担増

利用者の
重症化

施設の評判×

介護のイメー
ジ悪い

マニュアル・手
順書ない

XXXX

残業

CSの低下なぜなぜ分析



© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 18

因果関係図が難しければ・・・
現場の課題を見える化しよう

見守り

ム

リ

ム

ダ

ム

ラ

排泄介助 食事介助 入浴介助 記 録 情報共有 シフト作成

居室内の
職員を探
す時間

新人がい
きなり夜
勤する

大柄の利
用者をひ
とりで移
乗

利用者の
忘れ物を
取りに戻
る

バイタルを
何度も転
記

職員によ
る記録内
容のばら
つき

人によっ
て報告内
容が異な
る

職員に
よって介
助方法が
異なる

XXXXX

XXXXX済

XXXXX

XXXXX
職員に
よって清
掃方法が
異なる

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX済

XXXXX

XXXXX済
XXXXX

XXXXX済

XXXXX

XXXXX済

XXXXX

XXXXX済

勤務時
間内に記
録が終わ
らない

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

 今月のターゲット

XXXXX

XXXXX
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参考）生成AIの活用
現場の課題を見える化しよう
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課題解決の道筋を考える
実行計画を立てよう

現場課題を解決するための道筋（例）

見守りセンサーを導入する

タブレットから利用者の状態が分かる

無駄な訪室が減る

職員の負担が減る
利用者の睡眠を妨げない

職員の離職が減る

風が吹く

盲人が増える

猫が減る

ねずみが増える

桶屋が儲かる

例）「風が吹けば桶屋が儲かる」道筋

土埃が目に入り・・・

盲人が三味線で
生計を立てるため・・・
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落とし穴③

落とし穴！！

KPIを設定しない・測定しない

実行計画を立てよう
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課題解決の道筋を考える
実行計画を立てよう

現場課題を解決するための道筋（例）

評価指標

訪室回数
（90回/人・日 → 65回/人・日）

職員の歩数
（8,000歩 → 5,000歩）

離職率
（20％→15％）

利用者から夜間コール回数
（30回/夜勤帯→15回/夜勤帯）

見守りセンサーを導入する

タブレットから利用者の状態が分かる

無駄な訪室が減る

職員の負担が減る
利用者の睡眠を妨げない

職員の離職が減る

風が吹く

盲人が増える

猫が減る

ねずみが増える

桶屋が儲かる

例）「風が吹けば桶屋が儲かる」道筋

土埃が目に入り・・・

盲人が三味線で
生計を立てるため・・・
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改善活動開始！・・・の前に思い出そう
改善活動に取り組もう

①導入目的の再確認
機器を導入した直後は、機器を使用することに気持ちが

向いてしまい、機器を使用すること自体が目的となってしまい
がち。目的を再度確認することで、「手段の目的化」を防ぐ。

②導入前のデータ収集
機器導入後の成果について、定量的に振り返るために、

成果指標に関わる導入前のデータを取得する。

③振り返る日の決定
機器を使い始めても、初めはうまくいかないことが一般的。

振り返りで軌道修正を行わず同じやり方を続けてしまうと、
計画の進捗から大きく遅れてしまいます。

■プロジェクトが回る組織

時計回りでプレッシャーの連鎖をつくると現場が動き、
プロジェクトチームが動きやすくなる

プロジェクトチームの皆が言うなら
協力しよう！

経営層

プロジェクト
チーム

プロジェクトチーム外の
現場職員

機器の導入・活用を進めています。
ご協力お願いします。
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落とし穴④

落とし穴！！

取り組みを止める理由を探す

改善活動に取り組もう
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小さな成功事例
改善活動に取り組もう

⚫ とにかくやってみる！
上手くいかなくて当たり前。

⚫ 走りながら試行錯誤を繰り返す
ことが強い組織を創る。

⚫ 小さな成功事例をコツコツ積み
上げる。

⚫ 大きな改善は狙って出来るもの
じゃない！！

⚫ 進めるコツ
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“工夫”や“コツ”は手順書・マニュアルへ
改善活動に取り組もう

（出典）平成30年度 介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業

介助場面ごとの活用動画を独自に作成

装着マニュアルの例
文章は最小限にして視覚的にわかるように工夫
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「振り返り」の手順
改善活動を振り返ろう

①成果指標に対する効果検証
目標値 vs 実績値

②上手くいった点、いかなかった点の整理・分析
差異が生じた要因等の検討

改
善
活
動
を
振
り
返
ろ
う

実
行
計
画
を
練
り
直
そ
う

⚫ ①活動を評価し、②結果に基づいて議論する ➔ “感想”に終始しない！

⚫ 振り返りの日を予め決め、その日が来たら振り返る成果が出るまで粘らない

⚫ 「失敗」や「成功」のレッテルを張らない

Point

目標値 vs 実績
値

要因を議論、対策検討

目標値 vs 実績
値

要因を議論

各成果指標を評価し要因を議論する

あれ！？
なんで？？

想定より
良かった！
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振り返り：成果指標に対する効果検証

①成果指標に対する効果検証
目標値 vs 実績値

②上手くいった点、いかなかった点の
整理・分析

差異が生じた要因等の検討

目標
65回

実績
83回

訪室回数
目標値＝65回/人・日

機器導入１ヵ月後の効果測定目標
65回に対して

実績は83回と思ったより
訪室回数が減らなかった

導入
前

90回

Aさんは、映像を確認してから訪

問するから、不必要な訪問は
減って楽になったって言ってたよ

たしかに導入前より減ってるけど、

思ったより減ってないね。
なぜだろう？

最初は設定方法が分からなくて

いつも通り訪室してたよね。
その影響かな？

あとBさんは、

「不安だから訪室してる」
って言ってたよ。

そういえば、センサーが鳴った時

利用者の状態がどうだったら
訪室するかは決めていなかったね

職員によって訪室の基準に

ムラがあるんだね

※成果指標の差異の分析（例）

改善活動を振り返ろう
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振り返り：上手くいった点・いかなかった点の整理・分析

②上手くいった点、いかなかった点の
整理・分析

差異が生じた要因等の検討

振り返りの視点（例）

よく訪室していた利用者が

よく眠れるようになっているね

転倒の原因が画像として残ってい

たから、カンファレンスで具体
的な検討ができたよ

未だ何人かの職員には、

何のために導入するのかが
伝わっていないね

アラートが鳴らないことがあったよ

コンセントが抜けていたみたい

アラートが鳴ってから駆けつけたら、

ベッドから落ちそうに
なっていたことがあったよ

センサーの設定で
よくわからない点があるね

※全体的な振り返り（例）

✓ 利用者への影響

✓ 職員のモチベーション

✓ 機器の使用方法

✓ 安全面

①成果指標に対する効果検証
目標値 vs 実績値
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実行計画を練り直す
実行計画を練り直そう

①対応策について議論する
要因（課題）に対する解決策の検討

②実行計画を見直す
検討結果を実行計画へ反映

改
善
活
動
を
振
り
返
ろ
う

実
行
計
画
を
練
り
直
そ
う

⚫ 些細なことでも、上手くいったことは組織全体で情報共有（横展開）する

⚫ 当初の実行計画に固執せず、どんどんアップデートする

Point

メーカーさんにお願いして

研修会をやってもらおう

しばらくアンケートで
機器に対する不安や使いづらい点

を聞いてみよう

一定期間は

定期的に効果測定
したほうがいいね

アラートが発報したときに

訪室する基準を
策定・周知しよう！

※自分たちだけで考えても分からない事は、メーカーの力も借りましょう
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対応策について議論する

①対応策について議論する
要因（課題）に対する打ち手を検討

②実行計画を見直す
検討結果を実行計画への反映

メーカーさんにお願いして

研修会をやってもらおう

アンケートで
機器に対する不満を

聞いてみよう

半年くらいは

定期的に効果測定
したほうがいいね

アラートが発報したときに

訪室する基準を
策定・周知しよう！

因果関係図※で打ち手（対応策）を検討

※因果関係図は対応策検討を行う上での方法の1つです。

不安で訪室している人
がいる（アラートが発

報しなくとも）

アラートが発報しない
ことがある

利用者がコンセントを
抜いていた

機器のセッティングを
うまくできていない 訪室回数が思ったより

減らない

アラート発報時に
訪室する・しないが

人によって違う

訪室の基準を定めて
いない まだ新しい業務の

やり方に慣れていない

機器の使い方に
慣れていない

機器
研修会

訪室基準
の策定・

周知

アンケート
調査

環境
整備

1ヶ月後
再測定

実行計画を練り直そう
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実行計画を見直す

①対応策について議論する
要因（課題）に対する打ち手を検討

②実行計画を見直す
検討結果を実行計画への反映

※は補助金申請前

Ⅳ　介護ロボット・ICT等導入成果を測るKPI（成果指標）

1

2

3

4

※KPIは機器の導入効果を測定するための、定量的・定性的な指標を記載する　（例：訪室回数、歩数、職員の精神的負担等）

Ⅴ　介護ロボット・ICT等導入と同時に行う改善取組

1

2

3

4

5

6

7

OJTの仕組みづくり ○
タブレットの使用方法についてOJTでも伝えられるよう導入当初はプロジェ
クトメンバーとそれ以外の職員をセットにして夜間勤務のシフトを組む
アラートの設定方法について、メーカーからの説明会を実施する

理念・行動指針の徹底 ○
経営層から全職員に対して、今回の見守りセンサー導入についての背景
や意義、導入することでどのような施設を目指していくのかを説明する

記録・報告様式の工夫 ○
引継ぎ時に分かりやすいように、センサーから得られた夜間の体動の情
報を介護記録のどの箇所に入力するか決める

情報共有の工夫 ○
すぐマニュアルを確認できるように、見やすい場所（執務室ホワイトボー
ド）に掲示
機器活用による効果を朝礼で伝達

業務の明確化と役割分担
（１）業務全体の流れの再構築

○
夜間勤務時の見回りの導線を変更する
夜間勤務時の作業項目を洗い出し、ムリムラムダがないかを確認し、作業
項目を再整理する

手順書の作成 ○

使用する職員全員が理解できるように視覚的に分かりやすい機器利用マ
ニュアルを作成する
設定ミスが生じたケースや動きが早い利用者のアラート設定など、具体的
なケースに応じた設定をマニュアルに追記する

同時に行う改善取組
（課題の打ち手となる生産性向上の取組）
※該当する取組に〇を付けてください。

具体的内容
※改善取組の具体的な内容を記載してください。

職場環境の整備 ○

利用者の邪魔にならない見守りセンサーの配線経路を確保する
既存の書類棚を整理し、タブレットの充電場所を確保する
利用者が電源コードを扱わないようにするため、カバーを購入し取り付け
る

職員の肉体的・精神的負担が軽くなり
夜間勤務時の緊張度合い

5→3
アンケート
5段階評価

1か月に1度

職員の離職が減る
離職率

20％→15％
離職者数/全介護職員 半年に1度

夜間の無駄な訪室という問題が軽減
され

訪室回数
90回/人・日→65回/人・日

訪室回数のカウント 毎日

職員の肉体的・精神的負担が軽くなり
職員の歩数

5km/夜勤帯→４km/夜勤帯
歩数計 毎日

見守り XXXXXX 3台 XXXX千円 3階301・304・307

KPIを設定する文節
（Ⅱ現場課題と解決の道筋から

引用してください）
設定したKPI KPIの測定方法 KPIの測定ピッチ

Ⅱ　現場課題と解決の道筋（課題の見える化による検討結果）
夜間に利用者の状態が分からず無駄な訪室が多いことに対し、見守りセンサーを導入することにより、タブレットから利用者の状態
が分かるようになり、夜間の無駄な訪室という問題が軽減され、職員の肉体的・精神的負担が軽くなり、職員の離職が減ることが
期待できる。

Ⅲ　導入する介護ロボット・ICT　

種類 製品名 台数（セット数） 合計額※ 導入予定場所

▮ 介護ロボット・ICT等導入計画

Ⅰ　本プロジェクトの目的（施設として目指す姿）

介護ロボット（見守り機器を想定）を導入して職員が活用できるようにすることで、職員の身体的・精神的負担を軽減し、効率的で持
続的な施設運営を実現する。

Ⅴ同時に行う改善取組を見直す

時期 機器導入の取組
効果検証に向けた

取組
同時に行う改善取

組
ツール・ルール

月 日
～

月 日

・小さな成功事
例の共有・・・

・朝礼で伝達 ・訪室基準

作成・策
定

時期
ツール・ルール名 概要

～ 月
日 訪室基準

・アラートが発報した際、訪室する利
用
者の状態を記載

※訪室基準の策定・周知（例）

3 手順書の作成 〇

使用する職員全員が理解できるように視
覚的に分かりやすい機器利用マニュアルを
作成する
機器の適応に関する基準や訪室の基準
など、具体的なケースに応じた設定をマ
ニュアルに追記する

Ⅴ 次世代介護機器導入と同時に行う改善取組

Ⅵ 必要なツール・ルール等の整備

Ⅶスケジュール

Ⅶスケジュールに落とし込む

Ⅵ必要なツール・ルールを追記する

実行計画を練り直そう
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改善活動に終わりはない

➢ 準備８割！

➢ 改善活動に終わりはない！

準

備

実

行

ゴール？

改善活動の準備をしよう

現場の課題を見える化しよう

実行計画を立てよう

改善活動に取り組もう

改善活動を振り返ろう

実行計画を練り直そう

現場の課題を見える化しよう

実行計画を立てよう

改善活動に取り組もう

改善活動を振り返ろう

実行計画を練り直そう

現場の課題を見える化しよう

実行計画を立てよう

実行計画を練り直そう





生成AIを活用した"やさしい生産性向上"3選

テクノロジー導入不要 / 無料 / 今日から始められる

1. 議事録・申し送りの自動要約

カンファレンスの内容を録音し
「要点を3つにまとめて」と依頼

記録 30分 → 5分
月20時間の業務削減

2. 多言語マニュアルの作成

手順をAIに伝えるだけで
やさしい日本語・英語・ベトナム語に

3言語を即日作成
外注翻訳コスト削減

3. 課題の整理・壁打ち相手

「夜勤の負担が大きい…」→ AIに
現状を伝えて改善案をブレスト

準備時間 1/3に短縮
因果関係図WSの事前整理にも

➔ まずは「聞いてみる」ことから始めましょう！ ※個人情報・利用者情報は入力しないでください
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参考）生成AIの活用

【おまけ】

生成AIを使って
このチェックリストを作ってみましょう！
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3Mチェックリストのプロンプト例

あなたは介護現場の生産性向上（業務改善）支援の専門コンサ
ルタントです。

介護サービス事業所における業務のムリ・ムダ・ムラ（3M）を洗い
出してください。

# 目的
・現場職員とのワークショップで使用する
・業務改善テーマを抽出する
・職員自身がセルフチェックできるようにする
・厚生労働省「介護サービス事業における生産性向上ガイドライン」
の考え方に沿う

# 対象事業所
特別養護老人ホーム

# 対象業務
・見守り
・排泄介助
・食事介助

・入浴介助
・記録
・情報共有
・シフト作成

# 出力条件
1. 表形式で出力する
2. 表側（行）は業務場面とする
3. 表頭（列）は「ムリ」「ムダ」「ムラ」とする
4. 各セルには5項目程度記載する
5. チェックリストとして利用できるよう各項目の先頭に「□」を付ける
6. 現場職員が読んですぐ理解できる具体的な表現にする
7. 原因ではなく現象を記載する
8. 介護現場で実際によく発生する内容を優先する
9. ICT導入の有無に関係なく利用できる内容とする
10. 「ムリ＝過度な負担」「ムダ＝付加価値を生まない作業」「ムラ
＝ばらつき」として整理する
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